
    
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■発行：田山ふじまる事務所 長崎県佐世保市相浦町 220 TEL/FAX 0956-59-8762 携帯：080-1795-6159 

２０２２年 夏  ご 挨 拶 
皆様には日頃より一方ならぬご厚情を賜り、深く感

謝申し上げます。暑い日が続き、新型コロナの影響

も長期化する中で、ウクライナ危機、円安と物価高

による経済情勢、安倍元首相の銃撃事件など、混沌

とした世相が続いています。そんな中だからこそ、

政治の役割が問われているはずです。 

とくに、最も住民に近い地方自治は民主主義の学校

とも言われます。市民の皆様方から寄せられた声に

向き合い、協働して解決策を考えていく。引き続き、

その姿勢を胸に刻み、日々の活動に邁進します。 

佐世保市の学校再編方針の中で、地域をあげて要望

していた大崎分校と高島分校の存続が決まり、総合

グラウンドの再整備も検討が始まりました。 

私の任期も残りわずかになってきましたが、皆様の

変わらぬご指導・ご鞭撻をお願い申し上げます。 

田山 藤丸 拝 

佐世保市議会議員 田山
た や ま

 藤丸
ふ じ ま る

 

●１９８９年７月２３日生まれ（３３歳） 
●長崎県立大学経済学部地域政策学科 卒業 
●佐世保市議会議員（１期目・２９歳で初当選） 
総務委員会 副委員長 
議会運営委員会 委員 
石木ダム建設促進特別委員会 委員 
所属会派：自民党市民会議 

●相浦青年会、消防団第２６分団、保護司等 
●佐世保私立幼稚園協会 顧問 
●佐世保私立幼稚園 PTA連合会 会長 
●自由民主党佐世保支部 青年部長 
●妻、２男、１女と新田町在住 

 

   

 

 

 

 

 

     

 

    

 

 

  

 

  

  

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

  

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

ふじまる通信 
ＦＵＪＩＭＡＲＵ Ｐｒｅｓｓ       Vol.07 

 佐 世 保 市 議 会 議 員 

佐世保市議会議員 田山ふじまる ≪市政報告書・自民党市民会議≫ 佐世保市議会議員 田山ふじまる ≪市政報告書・自民党市民会議≫ 夏号：2022 年 7 月 
 

公式 HP 

佐世保市消防出初式 新田町公民館で餅つき 相浦町で要望箇所の現場確認 相浦小学校卒業式 

《プロフィール》 

 

若さと行動力、地元目線で課題の解決、活性化を図ります。 
 2021 年 12 月 26 日 2022 年 1 月 6 日 2022 年 2 月 14 日 2022 年 3 月 17 日 

相浦川鯉のぼりの準備 黒島で電気自動車に乗車 護衛艦はるさめの出国行事 永田町の自民党本部を訪問 

2022 年 4 月 16 日 2022 年 4 月 28 日 2022 年 5 月 22 日 2022 年 5 月 28 日 

対話集会を開催しました!! 

 

地域の声を行政へ届けています!! 

 6 月 18 日、相浦地区コミュニティセンターにおいて、
地域の皆様にご参加いただき対話集会を開催しました。
会場の規模からご案内を限定せざるを得ませんでした
が多くの方々にご参加いただき、市政全般や地域課題に
ついて意見交換が出来ました。今後は、コロナの状況を
見ながら地域での市政報告会を計画していきます。 

新たな公民連携のまちづくり団体が発足!! 

佐世保市相浦地区を起点に地域活性化を図るため、地元

有志を中心に「相浦未来まちパートナーズ」の設立総会

が行われました。民間の若手経営者や県立大学、短大の

先生、地域も参加して、相浦地区の中心に位置する広大

な農地や老朽化した総合グラウンドの活用等も視野に、

地域の将来構想「相浦ビジョン」の策定が進められます。 

地元の魅力や特徴を再確認しながら、住民・大学・企業・

行政が連携し、相浦地区のみならず西九州地域の活性化

を推進するプラットフォーム(基盤)を目指す予定です。 

政策 地域 対話 議会 

情熱と行動、未来への責任。 

2022 年 7 月 1 日 社会を明るくする運動・のぼり設置 

保護司の紹介、更生保護活動とは 

 

2022 年 4 月 28 日 番岳 

離島,デジタル,食財の専門家が集結 

 佐世保の離島・高島と
黒島を視察しました。
離島振興の側面から
地域を繋げて活性化
する方策を検討して
います。まさに離島は
課題先進地。地域分析
を今後の政策立案に
活かしていきます。 

保護司とは、社会奉仕の精神で、犯罪をした者の更生を

助けるとともに、犯罪の予防のため世論の啓発に努め、

個人と公共の福祉に寄与することを使命に活動を行う

民間ボランティアです。犯罪や非行をした人たちと定期

的に面接を行い、生活上の助言や就労の手助け等を行う

保護観察や、少年院・刑務所に収容されている人が釈放

後に社会復帰できるよう必要な受け入れ態勢を整える

生活環境の調整、犯罪予防活動等に取り組んでいます。 

2022 年 7 月 5 日 長崎県立大学佐世保校 

◀公式ロゴマークも発表されました 

相浦地域の振興へ将来構想 

中央公園（名切）リニューアルが完了!! 

 
団体公式 HP 



   
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

佐世保市議会議員 田山ふじまる ≪市政報告書・自民党市民会議≫   

  
 

 

 

 

 

夏号：2022 年 7 月 
 

佐世保市議会議員 田山ふじまる ≪市政報告書・自民党市民会議≫ 夏号：2022 年 7 月 
 

造船業・海洋産業・防衛産業について 

田山 藤丸 田中副市長 市民生活部長 

《2022.3.16》３月定例議会 一般質問 
 

田山：佐世保市内は交通系ＩＣカードが路線バスと松浦

鉄道で導入されているものの、ＪＲ九州の市内の駅には

導入されていない。現在、ＪＲ佐世保線では県事業で高

速化事業に取り組んでいるが、令和４年度当初で事業が

完了する。そこで、次に交通系ＩＣカードの導入をＪＲ

九州と長崎県に対して働きかけるべきではないか。 

ハウステンボスへのＩＲ誘致、新幹線の開業を見据え、

交流人口の増加が見込まれる今だからこそ、佐世保線と

大村線への交通系ＩＣカードの導入に向けて取組を強

化すべきだ。一方、導入には相当の整備コストがかかる。

しかし、長崎県の強い求めで新幹線の本市への乗り入れ

を断念した経緯を踏まえ、導入の整備費用は、国または

県に負担していただくことも求めながら、早期の実現に

向けて検討を行うべきではないか。 

田中副市長：今後、西九州新幹線開業やＩＲの区域認定

がなされた場合は、ＪＲ佐世保線や大村線の利用者の増

加が見込まれている。九州内外から観光客を周遊させ、

県全体に新幹線効果を波及させるためにも、ＩＣカード

導入で利便性を向上させることが不可欠である。佐世保

線の輸送改善は、長崎県、佐世保市、ＪＲ九州の３者で

構成する佐世保線等整備検討委員会として取り組んで

おり、今後ＩＣカードのエリア拡大についても、協議会

の場で早期実現を求めていきたい。 

統合型リゾート（IR）について 

 

交通系ＩＣカードの導入について 

左の QR コードより
議会質問の録画中継
をご覧いただくこと
ができます。 

公共施設のスマートロックについて 

田山：近年、公共施設の予約と利用の手続を簡略化し、

セキュリティーの強化、施設の効率的な運営、災害時に

避難所の開放を迅速に行う目的で、スマートロックを導

入する自治体も出てきている。種類も様々で、Ｗｉ-Ｆｉ

で通信し、クラウドシステムでどこからでも管理可能な

環境を構築できるほか、高齢者から子どもまで分かりや

すい暗証番号方式が基本となっている。また、メモリー

搭載の電池式ロックが主流で、停電時の影響も受けず、

事前に避難所の番号を設定、その暗証番号を伝えるだけ

で避難所を開放することが可能である。そこで、本市も

スマートロックを導入するべきではないか。 

市民生活部長：スマートロックは、簡単に鍵の開け閉め

が可能であり、鍵の受渡しも不要で入退室の履歴を管理

できるなど、大変機能的なシステムである。まずは導入 

に必要な経費や財源など

について研究し、各地区

のコミュニティセンター

への導入を検討したい。 

JR 佐世保線の輸送改善・高速化事業 

 

長崎新聞（2022,3,17） 

造船業・海洋産業・防衛産業について 

田山 藤丸 教育長 企画部長 

《2022.6.21》６月定例議会 一般質問 
 

田山：国の第３期スポーツ基本計画が４月より始まり、

新たにスポーツの分野に地方創生、地域の活性化、まち

づくりの視点が織り込まれ、スポーツ施設の管理運営を

はじめ、民間活力を導入して、周辺地域のまちづくりと

一体となった取組が掲げられている。本市には九十九島

など風光明媚な景勝地があり、山や海などの自然、多様

な食、文化、歴史が豊かでこれまでも訪れる方々を魅了

してきた。本市のスポーツ大会や合宿の誘致、スポーツ

コミッションによる取組の現状をお尋ねする。 

さらに、スポーツコミッションを活用し、スポーツ合宿

や大会誘致を図ることで、交流・関係人口の増加に繋げ、

持続可能なまちづくりを実現していくには、組織づくり

のみならず、スポーツ施設の機能向上も不可欠であり、

中長期の戦略が必要だ。しかし、本市の総合グラウンド

は老朽化が激しく、抜本的な対策に至っていない。現在

の進捗状況はどのようになっているのか。 

教育長：スポーツの経済効果を市内に波及させるために

は基盤となるプロスポーツ団体や一定レベル以上の施

設を充実させる必要があるため、パートナーとなる有力

民間企業との提携や政策投資が必要となる。残念ながら

本市では平成２３年以降、補助金交付の対象となる一定

規模のスポーツ大会や合宿の誘致の実績はない。現在、

本市で策定を進めるスポーツ推進計画に様々な可能性

を検討し、反映させるべく努力している。 

総合グラウンドは、本市全スポーツ施設を対象に施設の

再編計画を策定する中で、令和６年度末には全体の整備

方針を決定し、総合グラウンドに必要となる機能を整理

した上で抜本的な再整備に着手したい。 

スポーツコミッションについて 

左の QR コードより
議会質問の録画中継
をご覧いただくこと
ができます。 
 

公共施設のスマートロックについて 田山：佐世保市の離島・高島では今春、相浦小学校高島

分校の存続が決まった。そこで、老朽化が激しい教職員

住宅の建て替え事業に着手すべきと考える。とくに離島

の教職員の方々は、島民にとって家族同様に大切な存在

であり、地元は早急な対応を求めている。また、建替え

が実現するならば、同様に老朽化している高島保育所や

集会所なども総合的に将来のあり方を検討し、複合施設

の建設や官民連携手法の検討を実施すべきではないか。 

教育長：高島の教職員住宅と保育所の老朽化対策は喫緊 

長崎新聞（2022,6,22） 

これからの離島振興について 

の課題であり、今後は

PFI 事業を活用した施設

整備も視野に地元や関係

部局と検討を進めたい。 

佐世保-有田間、県が約 14 億円かけて枕木やレールを改良 
さらに振り子車両を導入し、佐世保-博多間を８分短縮する 

しかし!! 
高速化事業が完了するも、 

示された新ダイヤでは、 
時間短縮効果が不十分 

総
合
グ
ラ
ウ
ン
ド
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再
整
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度
よ
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業
着
手
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可
能
性
が
見
え
て
き
ま
し
た
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佐 世 保 の 不 思 議 

JR が交通系 IC に 

対応していない問題 

 


